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思ふ．此の極端さは，相費歎式の揃申的な歓陥でもある．何れの擬測者も艦得

する通り，経緯蔓の使用者は，黒黒占の緯度を定むるに並ならぬ難澁を喫するが，

此の新：方法によれば，其等の観測者は黒黙認と群量の測定にのみ力を注ぎ，緯

度量の測定は赤道俵所有者に全任する．又，函者に於て看過する群は，群量小

なる者に限られ，恐らく群量2なる群は，其の危険圏外にあると考へるが，緯

度量多き群量少きもの玉問題が残る．叉，現在，街ほ未踏の，緯度と群との關

係も，統計資料が日日蓄積されて行くわけである．叉，目下使用中の報告用紙

も改良を蝕儀なくされる．

　結諭　私は本提案作製の日を自ら待望しておったが，有力なる賛威者を得て

實行までに進んだ・勿論，～二の申には尚ほ認む可き多くの個所を藏して居ると

考へる．純粋の面積測定法を採用し報いが，』之は何人にも可能の事でなく，補

助報告として：取扱ぴ，何等日工墨黒値を目塞せんとするのでなく，血流は月例

報告にも實塗し度い．だV・ぶ長々しく書いたが，課員は勿論，讃者の批判を得

て，是非とも航行まで移し度い．遠慮なき意見を開陳されん事を，切に望んで

欄接する．（終）

　　　　　　　　　　　田上天文憂の落威の行事

　待望の田上天文墓が落成したので，『去る五月下旬の好期節をトし，下の如き

記念行事が賑やかに催された．蓮日，天氣は好く，恵まれた．

五月24日12時より　Mff天女協會の楚期総會，（詳細は別頁にあり1，）

同　25日14時より天交憂落成式，時局がら簡素に，遠近より百名内外の人々が集

　まり，先づ建築工事報告，工事者表彰，諸家の祀僻等あり，次V、で山本面長

　は記念講演に“近江と天文學”と題して，天智天皇，露出時光，紀正民，國

　：友一貫齋：，1水原準三郎，中村要の各天職事蹟を解説し，最後に，田上限鐵の

　紹介をした．此の講演は殊に地方入士の興味を惹き，講演絡了後も，質疑慮

　答が績出し，日渡に及んだ．

羅細線共妖煙の灘とし詮國翻粥し・・來縮莇つた．
　山本博士夫妻は終日此等の來賓の迎接に寸暇も無く，多忙に，しかし，楡快

　に，新奮の知人朋友たちと激談及び案内をせられた．

　此の4日間，天文墓内の麹測室（2室、，研究室（9室），鷹接室（4室）には：各種の

参陣圖書，器械，標本等を陳列して，來観者を喜ばせた．（SS）

　　　　　　　　　　　　☆曾　　　告☆

來る六月より二三の振替口座二蓮式がmg蓮ecとして，改正になりますので，爾後

伺封の四三式（但し從來の二連と新規印刷の二面の計二枚使用のこと）で，會費
其他御佛込み願ぴ上げます．東下天女門門物理部


